
2015年度藤原賞の受賞者 

 

受賞者：木本 昌秀（東京大学大気海洋研究所） 

業績：気候モデルの開発を通した我が国の地球温暖化研究の推進と気候変動にかかわる社

会への情報発信 

選定理由： 

木本昌秀氏は、気象庁において大気海洋結合モデルの開発を進めるとともに、エルニーニ

ョ予測のための海洋同化システムを構築し、その業績で 1995年に気象庁長官賞を受賞した。

1994 年に東京大学気候システム研究センターに着任すると、気象庁モデルをもとに大気海

洋結合モデル「空海」を開発し、さまざまな気候変動研究に活用した。同時に、伊藤久徳氏

と共同で大気長周期変動の理論的・数値的研究を行ない、力学系の概念を応用してブロッキ

ングや天候レジームなどの理解を進めた。こうした研究によって、2004 年度日本気象学会

賞を受賞した。 

文部科学省「人・自然・地球共生プロジェクト」（共生プロジェクト）が 2002年に始まる

と、当時世界最高速であった地球シミュレータを用いて、気候モデルMIROC3.2の開発およ

び全球気候変化シミュレーション（CMIP3）を指揮した。木本氏と研究チームは、当時では

他に類のない高解像度大気海洋結合モデルを用いた温暖化シミュレーションを実施し、気

候変化シナリオにおける梅雨前線の変化や黒潮流軸の変化などを同定し、それらのメカニ

ズムの解明とともに、温暖化時の雨量増加への注意を喚起した。これらの研究成果は IPCC

第 4次報告書(AR4)にも多く引用され、また 2005年日経地球環境技術賞を受賞した。 

共生プロジェクトに続く「21 世紀気候変動予測革新プログラム」では、木本氏は気候モ

デル MIROC5 の開発と温暖化シミュレーション（CMIP5）を主導するとともに、世界初の

試みとなる近未来気候予測計算のためにチームを作って挑戦した。近未来予測計算では、気

候モデルを観測データで初期値化し、数年から数十年の「記憶」を持つような気候システム

の内部変動予測を行う。モデル結果は、十分な時間が経つと従来の気候変化シミュレーショ

ンに戻ってゆくが、そこに至る 10年程度の期間では初期値化の効果が反映される。木本氏

が率いる研究チームは、その予測スキル評価や予測可能性をもたらす変動メカニズムの調

査などの困難な課題に取り組み、北太平洋域の海面水温と海洋蓄熱量に、太平洋十年規模変

動に伴う数年の予測可能性があることを見出した。また、初期値化のために構築されたアン

サンブル解析システムは、エルニーニョ予測実験にも用いられ、シームレス予測研究の端緒

を開いた。これらの成果によって、2010年日産科学賞を受賞した。木本氏は IPCC第 5次報

告書（AR5）にリードオーサーとして執筆に参画し、現在も世界の主要な気候モデリングセ

ンターと共同で近未来予測計算を続けている。また同報告書の解説のために社会への情報

発信に努めた。木本氏はこれらの活動の中で多くの若手研究者を育成してきた。彼らは、

2013 年から始まった「気候変動リスク情報創生プログラム」において中心的な役割を果た

し、イベントアトリビューションや地球温暖化「停滞」問題（いわゆるハイエイタス）に関

する先駆的な成果を挙げつつある。 



木本氏は、国際的な気象学・気候科学コミュニティの発展にも貢献してきた。特に、2005

年より世界気候研究計画（WCRP）の結合モデル作業部会（WGCM）委員を、現在はその上

部のWMACの運営委員を務めており、これらの場を通じて日本の気候モデリングに対する

認知度と評価が高めた。国内では、気象庁異常気象分析検討委員会に立ち上げから関わり、

委員長として異常気象要因分析を統括、一般に向けたプロフェッショナルサービス（解説や

記者会見）を提供している。異常気象をもたらす天候変動メカニズムの解明とともに、異常

気象がなぜ発現したのかを社会へ知らしめることは気象業務への重要な支援であり、これ

らを組み合わせた同委員会の発足は、気象業務に関わってきた木本氏ならではの発想と言

える。 

以上の理由により、木本昌秀氏に日本気象学会藤原賞を贈呈するものである。 

 

 

  



受賞者：中澤 哲夫（International Coordination Office, Korean Meteorological Administration） 

業績：熱帯気象学及びアジアモンスーン気象学における国際協力の推進  

選定理由： 

中澤哲夫氏は、長年、気象庁気象研究所台風研究部において、日本の熱帯気象学研究の中

心的役割を果たしてきた。1980 年当時、静止衛星データを利用した時間スケールの短い熱

帯気象現象の研究には非常に多くの労力を要したが、中澤氏は気象研究所における「ひまわ

り」等のデータベースと解析システムの構築によって、それを可能とした。さらに、その膨

大なデータ解析から、東進するマダン・ジュリアン振動が、総観規模スケールの東進するス

ーパークラスターから構成されていること、そして、そのスーパークラスターも生成消滅を

繰り返す西進するクラウドクラスターから構成されていることを発見した。熱帯のスーパ

ークラスターの階層構造に関するこの中澤氏の研究は、国際的に高く評価されて、その業績

によって 1989年に日本気象学会山本賞を受賞した。  

以来、中澤氏は一貫して熱帯気象学およびアジアモンスーン気象学の推進のために、活発

な国際的活動を行ってきた。その一環として、2003年から2010年の間、世界気象機関（WMO）

の世界天気研究計画（WWRP）による観測システム研究・予報可能性実験計画（THORPEX）

を推進するために、そのアジア地域委員会議長として国際協力に尽力した。THORPEX は、

社会的に影響の大きい顕著現象のメカニズム解明や予測可能性に関する研究を行い、それ

らの成果に基づいて１日から２週間先までの数値予報精度の向上を目指した国際共同研究

計画で、2005年から 10年間のプロジェクトとして実施された。特に、中澤氏は、2008年に

北西太平洋を中心に行われた台風の特別観測実験 T-PARC において、アジア域や欧米を含め

た国際枠組みの構築において指導的役割を果たした。台風を対象とする航空機観測の実施

に当たっては、関係各国との企画調整、実施計画策定などを積極的に行って、観測を成功に

導いた。その結果、台風に対する最適観測手法の有効性が示されて、国際的に高い評価を受

けた。同時に、熱帯域の観測に決定的な役割を果たす日米共同の熱帯降雨観測衛星 TRMM

プロジェクトの日本側プロジェクトサイエンティストを 2000 年から 2010 年まで務め、そ

のプロジェクトの推進に貢献した。 

これらの観測実験の推進と並行して、中澤氏は、台風予報研究においてもその推進に大き

く貢献した。2009 年に、北西太平洋域におけるマルチセンター台風進路アンサンブル予報

の有効性を実証することを目的とした「北西太平洋熱帯低気圧アンサンブル予報プロジェ

クト（NWP-TCEFP）」を、WMO の世界天気研究計画（WWRP）と熱帯低気圧計画（TCP）

との合同プロジェクトとして立ち上げ、台風進路に関する世界各国のアンサンブル予報デ

ータを準即時的に国際交換する仕組みを立ち上げた。さらに、それを用いてマルチモデル・

アンサンブル台風進路予報プロダクトを開発し、ESCAP/WMO 台風委員会加盟国向けに試

験的・限定的な提供を行う環境を構築するための主導的な役割を果たした。また、マルチセ

ンター・アンサンブル手法による顕著気象発生確率プロダクトを開発し、研究者向けに準即

時的に提供するシステムの構築を進めた。 

中澤氏は気象業務のみならず、気象コミュニティの発展においても大きな貢献を行った。



2010年から 2014年には、WMO の世界天気研究課長を務め、日本の国際貢献を一層推し進

めた。2013年にはアジアオセアニア地球物理連合（AOGS）の大気科学セッションのバイス

プレジデントに、2014 年には同プレジデントに選出され、アジアオセアニアの大気科学コ

ミュニティーの中心的役割を果たし、現在に至っている。また、2015年１月からは、WMO

の世界天気研究計画（WWRP）と世界気候研究計画（WCRP）の共同プロジェクトである季

節間〜季節予報プロジェクトの国際調整事務局に勤務し、そのプロジェクトの推進に尽力

している。 

以上の理由により、中澤哲夫氏に日本気象学会藤原賞を贈呈するものである。 

 


